
平成30年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■教育・保育ニーズ （平成30年12月末現在）

H30年度計画 H30年度実績

4月1日 12月31日(C)

教育（1号）3歳児
（幼稚園、認定こども園）

33人 16人 16人 16人 0人

教育（1号）4-5歳児
（幼稚園、認定こども園）

246人 235人 235人 235人 0人

合　計 279人 330人 251人 251人 251人 0人

保育（3号）0歳児
（保育所、認定こども園）

80人 75人 25人 84人 87人 3人

保育（3号）1-2歳児
（保育所、認定こども園）

291人 308人 284人 319人 320人 1人

保育（2号）3-5歳児
（保育所、認定こども園）

528人 562人 502人 514人 514人 0人

合　計 899人 945人 811人 917人 921人 4人

事業名 H30年度の実施状況

公立幼稚園９園/２２４人

私立認定こども園２園/２７人

公立保育所５所/２１６人

私立認可保育所８所/５７８人

私立認定こども園２園/１２３人

利用希望
者
(D)

利用定員
（B)

園所児童数
（D)-（C)

量の見込み
（A)

H30年度の実施状況

330人
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平成30年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■地域子ども・子育て支援事業 （平成30年12月末現在）

H30年度計画 計画との差

量の見込み（A) 提供量（B) 利用希望者数 （B)-（A)

①利用者支援事業
　　[保健福祉課]

2か所 2か所 －　 0か所

①基本型（しーたん広場）
開放日：１６７日
参加組数（延）：１，３３２組（日当り８組）
参加人数（延）：２，９１６人（保護者：１，３４５人　子ども：１，５７１人）
②母子保健型（母子保健コーディネーター）
母子健康手帳交付数：１４４件（内、　ハイリスクプラン作成：７５件）
ほっとmamaルーム：妊婦２６人　母１９３人　乳児等２４５人

②時間外保育事業（延長保育事業）
　　[こども未来課]

102人 73人 73人 △ 29人
私立認可保育所６所・認定こども園２園
実利用人員７３人（延べ３，９５２人・日）

③放課後児童健全育成事業（学童保育所）
　　[こども未来課]

344人 309人 309人 △ 35人
公立学童保育所１０所２６５人（定員４００人）
私立くりのみ学童クラブ（市委託）４４人（定員５７人）

④子育て短期支援事業
　　[保健福祉課]

0人 1人 0人 1人
１人が５日間の利用があった。
児童福祉施設３箇所と委託契約を行い、支援体制を整えている。

⑤乳幼児家庭全戸訪問事業
　　[保健福祉課]

211人 143人 143人 △ 68人
母子保健事業としての新生児訪問と一体的に実施しており、計画数に
向かっている。

⑥養育支援訪問事業
　　[保健福祉課]

5人 0人 0人 △ 5人 社会福祉協議会と委託契約を行い、支援体制を整えている。

事業名 H30年度の実施状況
H30年度実績



平成30年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■地域子ども・子育て支援事業 （平成30年12月末現在）

H30年度計画 計画との差

量の見込み（A) 提供量（B) 利用希望者数 （B)-（A)
事業名 H30年度の実施状況

H30年度実績

⑦地域子育て支援拠点事業
（月当たり延べ数）
　　[保健福祉課]

471人 558人 558人 87人
山崎子育て支援センター １７７人　　一宮子育て支援センター １３７人
波賀子育て支援センター １２５人　　千種子育て支援センター １１９人
計画数を上回る状況であり、維持したい。

⑧一時預かり事業
（幼稚園在園児対象）
　　[こども未来課]

16,041人 11,341人 11,341人 △ 4,700人
公立幼稚園４園
実利用人員８２人（延べ１１，３４１人・日）

⑧一時預かり事業
（幼稚園在園児以外）
　　[こども未来課]

1,901人 482人 482人 △ 1,419人
私立認可保育所４園・認定こども園２園
実利用人員４６人（延べ４８２人・日）

⑨病児・病後児保育事業
　　[社会福祉課]

1,013人 0人 －　 △ 1,013人 平成31年秋頃に開設を予定している。

⑩ファミリーサポートセンター事業
（就学児のみ）
　　[社会福祉課]

500人 636人 640人 136人
小学校に就学し、校区外の学童への送迎を希望する会員があり、利用
人数が増加しているが、ニーズには対応できている。

⑪妊婦健康診査事業（延べ数）
　　[保健福祉課]

2,512人 1,789人 1,789人 △ 723人
１人あたりの助成上限を14回で９３，０００円とした助成券を交付し、妊婦
が希望する産婦人科で受診ができるもので、計画数に向かっている。


